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トポロジカルチャージ ℓの異なる 2つ光渦を同軸に重ね合わせると、それらの間の干渉によって

リング状光格子と呼ばれる方位角方向に周期構造を持つ光波が生成される。我々は、それらの 2つ

の光渦間の相対位相を光パルスのチャープを利用した独自の手法によって制御することで、リン

グ状光格子を THzオーダーで高速回転させることに成功した 1)。実験上の利便性から回転対称性

の柔軟な制御を行えることが望ましく、我々は光渦変換器としてコンピューター制御ホログラム

(CGH)を導入してきた。しかしその際の光波変換効率は非常に低く (∼数 %)、そのままでは光マ

ニピュレーションやレーザー加工などへの応用は困難である。そこで我々はマルチパス増幅を利

用したリング状光格子の高強度化を行い、sub-mJレベルの高強度リング状光格子の発生に成功し

たことを報告した 2)。一方、光渦は光学素子の歪みからなどから生じる収差等の影響を極めて受

けやすく、特に増幅の過程において補正し難いビーム品質の低下が生じやすい。実用上にはビー

ム品質を低下させる後段の光波増幅を用いることなく、高強度かつ高品質な光源に対して高効率

にモードを行い、直接応用研究に利用することが望ましい。そこで今回、我々はサニャック干渉計

を利用した高効率な光波変換器を開発したので報告する。

図 1に今回開発した光波変換装置の概略図を示す。入射光は偏光ビームスプリッター及び二枚

のミラーから構成されるサニャック干渉計によって偏光状態に応じて空間的に分離される。ウェッ

ジガラスによってそれぞれの間に光路長の差を与えられた後、液晶空間光変調器によって 2つの

光波は独立に制御され、ほぼ同じ光路を逆伝搬し再び

Fig. 1: Schamatic of high-efficiency beam

converter based on Sagnac interferometer.

同軸に合波される。これら独立に変調を受けた光波は

直交した偏光を持つため、偏光子によって同一の偏光状

態に射影される。構築した装置を Ti:sapphireレーザー

(中心波長 800 nm)光源を用いて評価したところ、変換

効率は約 36 %となり従来に比べ 10倍程度の大幅な変

換効率の向上が達成された。現在さらなる高効率化及

び問題洗い出しを進めているが、後段の光波増幅を要

しない装置構成の目途が立ったと考えている。また、

モード品質に優れるファイバーレーザーへと光源を移

行する準備も並行して進めており、講演ではそれらの

詳細について報告する。
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